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Ⅰ．環境経営方針

　環境基本理念

　環境行動指針

環境保全活動を推進するに当り、以下の項目を掲げ、全社で取組みます。

(１）環境関連法規や当社が約束したことを遵守します。

(２)環境経営目標の定期的見直しを行い、継続的改善を実施します。

(３)具体的取り組みとして、以下のことを推進します。

　①省資源・省エネルギー活動の推進

　②廃棄物の削減・分別処理

　　事業所から出る廃棄物を最小限にする努力をし、分別処理を推進します。

　③塗装材料使用量の削減の推進

　　塗料・シンナー等の原材料の使用量削減を推進します。

（４）環境経営方針は全社員に周知徹底すると共に、社外の人にも公開します。

制定：２００８年　７月　１日　　
改訂：２０１８年１２月　１日　　

メビック株式会社

代表取締役社長　尾崎　健一

環 境 経 営 方 針

　メビック株式会社は、金属製品及び樹脂製品に関する塗装を主とする事業
分野において、顧客満足を第一に高い品質とサービスを提供すると共に、
環境にやさしい物造りが出来る企業を目指します。

　　事業所内の整理・整頓・清潔・清掃に留意し、事業活動における二酸化
　　炭素排出量（ガス・電気・ガソリン・軽油・灯油）の削減、水等の使用量の
　　節減等、環境負荷の低減に努めます。
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Ⅱ．事業所の概要

(１）事業者名および代表者名

　　メビック株式会社　

　　代表取締役社長　尾崎　健一

(２)所在地

　　本社工場　　〒679-2218　兵庫県神崎郡福崎町田口２８４－２
　　管理棟　　　 〒679-2218  兵庫県神崎郡福崎町田口２８２－２
　　倉　　　庫　　〒679-2218　兵庫県神崎郡福崎町田口２９５－１

(３）環境保全関係の責任者及び担当者の連絡先

　　連絡担当者　　総務部長　　　　　　　　　　
　　TEL　：　0790-22-6128　　　　E-mail　：　info@mebic.jp

(４）事業内容

　　金属製品及び樹脂製品に関する塗装

(５）事業の規模

　　年　商　　　１５，１４０万円　(第３４期：2021年度）

　　従業員数　　１１名

　　敷地面積　　

本社工場
管理棟
倉　庫
合　計

(６）事業年度

　　7月～翌年6月

(７）EA21認証・登録の範囲

　　登録組織名　　メビック株式会社

　　対象事業所　　本社工場、管理棟、倉庫

　　活動内容　　　 金属製品及び樹脂製品に関する塗装

　　７９４ ㎡

１，６８４ ㎡
　　５９０ ㎡

　　管理責任者　　製造部長兼品質保証課長　　 尾崎　健一　
　 尾崎　雅美

　　３００ ㎡
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Ⅲ．環境経営システム組織図

職　位

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用を用意
・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標の設定を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等登録簿の承認
・環境経営計画書を承認
・環境の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進会議の事務局
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・「環境関連法規等登録簿」の作成
・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成
・環境経営計画の実績集計
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・全従業員に対する教育訓練の実施
・環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

全従業員

代表者
（社長）

環境管理
責任者

環境事務
局

部門長

・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

・経営における課題とチャンスの明確化

代表取締役社長

環境事務局（兼任）

総 務 部製 造 部

環境管理責任者
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

2019年度
（基準年度）

kg-CO2 167,767 163,903 182,077 179,914 159,920 151,075 153,522
kg-CO2

/百万円
1,525.2 1,131.2 1,108.9 1,028.1 1,045.2 941.9 1,014.0

kWh 155,005 135,945 160,439 151,652 128,849 115,706 117,485

kWh/百万円 1,409.1 938.3 977.1 866.6 842.2 721.4 776.0

m3 14,456 15,216 15,673 15,959 14,732 14,723 14,420

m3
/百万円 131.4 105.0 95.5 91.2 96.3 91.8 95.2

Ｌ 4,104 3,609 2,320 1,782 1,470 1,197 1,253

Ｌ/百万円 37.3 24.9 14.1 10.2 9.6 7.5 8.3

Ｌ 6,339 5,931 9,797 9,890 8,355 6,920 8,294

Ｌ/百万円 57.6 40.9 59.7 56.5 54.6 43.1 54.8

kg 18,400 21,000 16,600 21,200 17,200 17,600 18,800

kg/百万円 167.3 144.9 101.1 121.1 112.4 109.7 124.2

kg 12,950 17,500 14,700 17,850 11,200 10,675 12,075

kg/百万円 117.7 120.8 89.5 102.0 73.2 66.6 79.8

kg 5,800 8,800 9,200 9,400 7,000 6,600 6,200

kg/百万円 52.7 60.7 56.0 53.7 45.8 41.1 41.0

㎥ 97 2,068 3,196 3,058 2,834 2,788 1,293

㎥/百万円 0.88 14.27 19.46 17.48 18.52 17.38 8.54

百万円 110.0 144.9 164.2 175.0 153.0 160.4 151.4

2021年度単　位

注1）電力の二酸化炭素排出係数は、関西電力（株）2018年度実績の調整後排出係数 0.334kg-CO2/kWh

    を適用します。
注2）水使用量については、2014～2015年度は井戸水の使用量が把握出来なかったため、水道水（上水）
　　のみを対象としています。2016年度以降は上水に井戸水を加算した実績を記載しています。

汚泥排出量（廃塗
料含む）

引火性廃棄物排出量

水使用量　注2)

　電力使用量

CO2排出量合計注1)

項　　　目

　ガソリン使用量

　LPG使用量

売上金額

　軽油使用量

混合廃棄物排出量

2020年度2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
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Ⅴ．環境経営目標及びその実績
（2）新中期環境経営目標（2020年度～2022年度）

2019年度

基準年度

実績 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績
kg-CO2 159,920 158,321 151,075 105% 156,722 153,522 102% 155,123

kg-CO2
/百万円 1,179 1,167 942 124% 1,156 1,014 114% 1,144

kWh 128,849 127,561 115,706 110% 126,272 117,485 107% 124,984

kWh/百万円 842.2 833.7 721.4 116% 825.3 776.0 106% 816.9

m
3 14,732 14,585 14,723 99% 14,437 14,420 100% 14,290

m3/百万円 96.3 95.3 91.8 104% 94.4 95.2 99% 93.4

L 1,470 1,455 1,197 122% 1,441 1,253 115% 1,426

L/百万円 9.6 9.5 7.5 127% 9.4 8.3 114% 9.3

L 8,355 8,271 6,920 120% 8,188 8,294 99% 8,104

L/百万円 54.6 54.1 43.1 125% 53.5 54.8 98% 53.0

2 kg 17,200 17,028 17,600 97% 16,856 18,800 90% 16,684

kg/百万円 112.4 111.3 109.7 101% 110.2 124.2 89% 109.0

kg 11,200 11,088 10,675 104% 10,976 12,075 91% 10,864

kg/百万円 73.2 72.5 66.6 109% 71.7 79.8 90% 71.0

kg 7,000 6,930 6,600 105% 6,860 6,200 111% 6,790

kg/百万円 45.8 45.3 41.1 110% 44.8 41.0 109% 44.4

3 m
3 2,834 2,806 2,788 101% 2,778 1,293 215% 2,749

水 m
3
/百万円 25.8 25.5 17.4 147% 25.3 8.5 296% 25.0

4 kg 11,579 11,463 10,009 115% 11,347 10,183 111% 11,232

kg/百万円 75.7 74.9 62.4 120% 74.2 67.3 110% 73.4

kg 7,080 7,009 9,525 74% 6,938 9,195 75% 6,868

kg/百万円 46.3 45.8 59.4 77% 45.3 60.7 75% 44.9

L 16,864 16,695 14,765 113% 16,527 14,957 110% 16,358

L/百万円 110.2 109.1 92.1 119% 108.0 98.8 109% 106.9

　2020年度～2022年度の目標については、2019年度(2019／7～2020／6)の環境負荷実績を把握し、これを基
準値として設定して、活動を推進しています。2020年度～2022年度の環境経営目標値については、生産を取
り巻く状況の変化を踏まえ、2019年度実績値のそれぞれ×99％、×98％、×97％にて設定しています。

　当社の場合は、仕事量に応じてエネルギー・材料などの使用量が変わって来ますので、目標設定を総量及
び売上高対比とします。仕事量が増減しても、改善の継続実施により、売上高対比削減を基準にして、数値
目標を設定し、評価して行きます。

管理実施項目 単位
2022年度2020年度 2021年度

1
二
酸
化
炭
素
排
出
量

CO2排出量合計

電力使用量

LPG使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

注1）この新中期環境経営目標においては、電力の二酸化炭素排出係数は、関西電力（株）2018年度実績の
　　調整後排出係数 0.334kg-CO2/kWh を適用します。

汚泥排出量（廃
塗料含む）廃

棄
物 混合廃棄物

排出量

引火性廃棄物
排出量

水使用量

溶剤塗料使用量
塗
装
材
料

粉体塗料使用量

シンナー使用量
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Ⅵー１．環境経営の取組計画と評価及び次年度の環境経営計画（その１）

達成状況 評価（目標達成状況と次年度の取組）
１．CO2排出量削減
・二酸化炭素排出量CO2 kg-CO2 目標 156,722 ○

（総量） 実績 153,522 ・
下記取組事項の実施 達成率 102.1%

kg-CO2 目標 1,155.5

/百万円 実績 1,014.0 ・
（原単位） 達成率 114.0%

・電力 kWh 目標 126,272.0 ○
（総量） 実績 117,485.0 ・

必要な所のみ電源を入れる 達成率 107.5%

kWh/百万円 目標 825.3 ・
（原単位） 実績 776.0

達成率 106.4%

・LPG m
3 目標 14,437.4 ○

（総量） 実績 14,419.9 ・
管理能力をあげて、適正 達成率 100.1%

温度管理推進 　

m
3
/百万円 目標 94.4 ・

（原単位） 実績 95.2
達成率 99.1%

・ガソリン Ｌ 目標 1,440.6 ○
（総量） 実績 1,253.0 ・

エコ運転推進 達成率 115.0%

Ｌ/百万円 目標 9.4
（原単位） 実績 8.3 ・

達成率 113.8%

・軽油 Ｌ 目標 8,187.9 △
（総量） 実績 8,294.2 ・

エコ運転推進 達成率 98.7%

Ｌ/百万円 目標 53.5 　

（原単位） 実績 54.8 ・
達成率 97.7%

２．廃棄物
kg 目標 16,856.0 ●
（総量） 実績 18,800.0 ・

達成率 89.7%

kg/百万円 目標 110.2 ・
（原単位） 実績 124.2

達成率 88.7% ・

今回は、2021年度（2021年7月～2022年6月）の環境経営目標と実績について評価しました。
取組計画

総量・原単位とも達成

売上高が前年よりやや減少し、それに伴い
CO2総量もやや減少している。内訳は、電

力が25.5％、LPGが58.4％、軽油が
14.2％、ガソリンが1.9％である。

下記取組の結果、総量・原単位とも目標達
成した。この取組を継続する。

総量・原単位とも達成

総量・原単位とも達成
ガソリン使用量減少の理由は、近年、営業
車がガソリン車から、営業・納品兼用トラック
（ディーゼル車）へのシフトしたためである。
フォークリフトも軽油に変えている。

今後も効率的な運転を引き続き実施する。

総量・原単位ともやや未達成
ガソリン車から軽油車への移行及び配送量の増
加により、軽油使用量が増加している。対策とし
て、大口を自社便、小口を宅配便というように使
い分け、納品の効率化を図っている。更に、
フォークリフトもエコ運転に努めている。

今後も、効率的運送、フォークリフトの空ふ
かし禁止、エコ運転などを継続して行く。

電力の減少は、空気圧縮機1台をインバー
タ式に変え、水銀灯をLED照明に変えたこ
とが有効に働いているためと見られる。

今後とも設備（空気圧縮機）の空運転禁
止、使用後の電源オフ、不在時の消灯など
を継続する。

総量は達成、△原単位はやや未達成
LPG使用量削減は達成した。原単位はや
や未達であったが、ほぼ目標達成に近い
結果となった。概ね効率の良い生産を維持
している。

今後とも、１ロットの数を増やしたり、歩留を
上げるなど効率の良い生産シフトを目指し
て行く。

〔凡例〕○：達成、大幅達成は120％以上、△：やや未達成（96％～100％未満）、●：未達成、大幅未達成は80％未満

・汚泥排出量（廃塗料・廃
プラを含む）

総量・原単位とも未達成
汚泥がやや増加している理由は、溶剤塗
装がやや増えていること、顧客支給された
塗料の比率が高くなっているためと考えら
れる。今後は、汚泥の多い製品がなくなる
ため減少する見込みである。

効率UP改善による排出量の
削減

今後とも、効率アップのための技能向上、
多能工化の継続する。
塗料適正在庫化と必要量発注を継続する。
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Ⅵ－２．環境経営の取組計画と評価及び次年度の環境経営計画（その２）
２．廃棄物削減
・混合廃棄物 kg 目標 10,976.0 ●総量・原単位とも未達成

（総量） 実績 12,075.0 ・

効率UP改善による排出量の 達成率 90.9%

削減

kg/百万円 目標 71.7 ・
（原単位） 実績 79.8

達成率 89.9%

・引火性廃棄物 kg 目標 6,860.0 ○総量・原単位とも達成
（総量） 実績 6,200.0 ・

効率UP改善による排出量の 達成率 110.6%
削減

kg/百万円 目標 44.84
（原単位） 実績 40.95 ・

達成率 109.5%

３．水使用量削減
・水道水と井戸水 m

3 目標　 2,778 ○

（総量） 実績 1,293 ・

達成率 214.8%

m
3
/百万円 目標 25.25 ・

（原単位） 実績 8.54 ・ 漏水チェックの継続
達成率 295.7%

４．塗装材料使用量削減
・溶剤塗料 kg 目標 11,347.4 ○

（総量） 実績 10,183.0 ・
社内不良削減によるムダな 達成率 111.4%
塗料の削減

kg/百万円 目標 74.2

（原単位） 実績 67.3 ・
達成率 110.3%

・粉体塗料 kg 目標 6,938.4 ●

（総量） 実績 9,195.0

効率アップ改善の実施 達成率 75.5%

kg/百万円 目標 45.3 ・
（原単位） 実績 60.7

達成率 74.7%

・シンナー Ｌ 目標 16,526.7 ○
（総量） 実績 14,957.0 ・

効率アップ改善による 達成率 110.5%
使用量の削減

Ｌ/百万円 目標 108.0
（原単位） 実績 98.8 ・

達成率 109.3%

混合廃棄物増加の理由は、長期間溜めて
いた不要物を処分したためである。廃段
ボールの再利用や、木製パレットや廃梱包
材の顧客への返却は継続している。

次年度は、処分すべき不要物は減少する
見込みである。廃梱包材を顧客に返却し
て、顧客側で処分或いは再使用するよう依
頼することは、今後とも継続する。

顧客支給塗料の残余物（引火性廃棄物）を
顧客に返却することで、残塗料総量及び原
単位を下げており、この取組を継続してい
る。

今後とも、ムダ防止活動の継続、歩留の向
上、１ロットの拡大などを進めて行く。

総量・原単位とも大幅達成

総量・原単位とも大幅未達成

今後とも、業務改善によるムダ防止活動及
び歩留向上を続実施して行く。

総量・原単位とも達成
溶剤塗料の減少に伴い、シンナー使用量
が減少している。しかし、小ロット多品種の
割合が多く、希釈や色替えによる洗浄回数
が多いのが実状である。

今後も、色替え時におけるシンナー削減を
進める。

大量に水を消費する大型製品が減少した
ため、大幅に水使用量が減少している。脱
脂・洗浄の前処理をシャワー方式からまと
め作業に切り替えることで節水と作業の効
率化を図っており、この取組を継続してい
る。
節水の呼び掛けの継続

総量・原単位とも達成
溶剤塗料が減っている。その理由は、今ま
ではまとめて発注し残りは廃棄していたが、
過剰発注や見込み発注を無くしたためと考
えられる。

今後も、社内不良対策による再塗装削減
及び歩留向上を継続実施して行く。

・ 粉体塗装が大幅に増加しているためであ
る。次年度は、粉体塗料を多用する製品の
製造が少なくなるため、改善される見込み
である。



9

Ⅶ．環境法規制の遵守状況
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

遵守

遵守

遵守

遵守

　当社に関係する法規を見直し、環境関連法規等確認簿を作成して、遵守状況の確認をしました。
　その他、過去５年にわたり、関係当局よりの指摘、指導等はありませんでした。
　また、周辺住民からの苦情もなく、訴訟についてもありませんでした。

遵守評価日：2022年8月1日

法規等の名称 遵守すべき主な要求事項 該当する設備・項目 評価

廃棄物処理法

・産業廃棄物処理委託契約書の締結 全ての産業廃棄物 遵守

・収集運搬・処理業者の許可証確認、

されない場合は30日以内の知事への報告 混合廃棄物

・飛散・浸透防止、衛生管理 廃棄物の取扱い

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書 全ての産業廃棄物

全ての産業廃棄物 遵守
許可証写し保管

・産業廃棄物管理票(マニフェスト)交付 引火性廃油

遵守
A、B2、D、E票の保管（5年間） 汚泥

・悪臭についての必要な規制、悪臭防止対
　策を行うことで、生活環境を保全

トルエン悪臭防止法

B2,D票：90日、E票180日以内に送付 廃プラ

水質汚濁防止法 ・特定施設の届出
脱脂設備

遵守廃水処理施設
湿式ブース

遵守
の提出

大気汚染防止法 ・特定施設の届出
塗装ブース

遵守
焼付乾燥炉

・フロン類使用機器の定期点検と記録、
業務用エアコン

消防法

・危険物貯蔵所設置許可申請
貯蔵所 遵守

・指定量以下の保管
・消防用設備等設置届

自火報 遵守
・自動火災報知設備点検
・消防用設備点検結果報告

騒音規制法
・特定施設の届出

空気圧縮機 遵守
空気圧縮機・送風機等の特定施設

振動規制法
・特定施設の届出

空気圧縮機 遵守
空気圧縮機・送風機等の特定施設

遵守
漏洩防止、廃棄時の適切な処理

消火器具

PRTR法 ・該当しないが、自主的に把握する PRTR対象物質

フロン排出抑制法
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Ⅷ．代表者による全体評価と見直し・指示

以上

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画及び実施体制については、事業活動の内容に大きな変化
がなかったため、これらを継続することとします。

2022年10月1日
代表取締役社長　尾崎 健一

・産業廃棄物について、引火性廃棄物は総量・原単位とも目標達成しています。汚泥については、溶剤
塗装がやや増え顧客支給塗料が増えているため、総量・原単位とも未達成となっています。混合廃棄物
については、長期間溜めていた不要物を処理したため総量・原単位とも未達成となっています。

・水使用量については、脱脂・洗浄の工程で大量の水を使用する大型の製品の生産量が減少しているた
め、大幅に減少しています。

・塗装材料使用量については、溶剤塗料とシンナーが減少し、総量・原単位とも目標達成しています。
又、粉体塗料については、粉体塗装が増えたことで前年に続き増加しており、未達成となっています
が、次年度は、粉体塗料を多用する製品の製造が少なくなるため、改善される見込みです。

・2021年度は対前年度より約4.6％減少していますが、前年（2020年度）の売上高は2019年度より約5％
増加しており、2021年度は2019年度のレベルに戻りつつあります。

・環境経営目標達成状況については、二酸化炭素排出量総量始め電力・ガソリン各使用量などは、総量
及び原単位とも全て達成しました。一方、軽油使用量削減は未達、LPG使用量削減も僅かに未達となり
ました。原因は、効率的な生産を指向したこと、ガソリン車から軽油車へ切り替えたことなどが考えら
れます。

・2019年度後半はコロナ禍の影響で生産量減少を余儀なくされ、2020～2021年度も以前の売上水準に
戻っていませんが、改善の兆しは見えています。今後とも、このエコアクション２１の取り組みに対す
る意識を継続して、取り組みの徹底と環境経営目標達成に向け努力して行きたいと考えています。
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